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＜金融政策を現状維持＞
 FOMC(米連邦公開市場委員会)は11月4～5日の定
例会合で、政策金利を0.00～0.25％に据え置くこ
とを決定しました。前回会合で変更された声明文
の表現「雇用最大化とインフレ率が長期的に2％を
超える軌道に乗るまで0％近辺に政策金利を留め
る」に変更はありませんでした。また、量的緩和
パッケージ策＜米国債等の無制限購入措置や社債
等の購入プログラム(少なくとも今後数カ月に亘り
現行ペースで資産買い入れ)＞も現状維持となりま
した。パウエル議長は記者会見で「景気の回復
ペースは緩やかなものになっている。米国経済の
先行きは新型コロナウイルスの感染状況にかかっ
ている。」と発言し、感染再拡大による景気への
悪影響を警戒する姿勢を示しました。

＜雇用環境の本格的回復はまだ遠い＞
 足元の米国経済状況を表す各指標を確認すると、
FRB(米連邦準備制度理事会)がインフレ指標として
いる「食品とエネルギーを除いたコア個人消費支
出(PCE)価格指数(9月)」は、前年同月比で+1.5％
と前月の同+1.4％から上昇しましたが、FRBが安
定水準と見なす2％を下回っています。

 また、9月雇用統計では、失業率が7.9％と前月
(8.4%)から改善しました。一方で非農業部門雇用
者数は66.1万人増と事前予想(85万人増)を下回り
ました。雇用環境に回復の兆しも見え始めていま
すが、失業期間が27週間以上になる長期失業者は
240万人と高水準にあり、今後も職探しが困難な
状況が継続すると思われます。

＜足元の製造業景況感は改善＞
 10月米サプライマネジメント協会(ISM)製造業景
況感指数は、59.3と前月から3.9ポイントの改善と
なり、好不況の境目となる50を上回り、足元の製
造業景況感の改善が示される形となりました。第
3Q(7～9月期)の実質国内総生産(GDP)成長率(速
報値)は、前期比年率で+33.1％と事前予想を上回
ると結果となっており、景気回復ペースは改善傾
向にあると見られます。
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 11月FOMCで金融政策の現状維持を決定。パウエル議長は「米国経済の先行きは新型コロナウイルスの
感染状況にかかっている。」とし感染再拡大による景気への悪影響を警戒。

 米国株式市場の会合への反応は限定的。

図表1：米国株式指数の推移

図表2：米国10年国債利回り・為替の推移

大統領選直後の会合では様子見の姿勢

＜会合への株式市場の反応は限定的＞
 5日の米国株式市場において、会合への反応は限定
的であったものの、大統領選でバイデン氏勝利の
可能性が高まる一方、上院で共和党が多数派を維
持するとの見通しから、バイデン氏の公約である
増税が困難との見方を好感し、連日の上昇となり
ました (図表1)。米国債券市場の反応は限定的でし
た。為替市場では、政局への不透明感が払拭され
たことから、資金逃避先としてのドル需要が薄れ、
ドルが大幅に下落しました(図表2)。景気回復の兆
候も見られる米国ですが、感染が再拡大しており、
今後の米国経済への悪影響も想定されます。現段
階では可能性は低いと見られるものの、FRBが追
加金融緩和に動くのか次回以降の会合が注目され
ます。

出所）図表1、図表2はブルームバーグデータをもとにニッセイアセット
マネジメントが作成
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